
ISACAの日本における歩み
1983年7月 「システム監査技術研究会」発足
1984年4月 東京支部設立
1985年4月 CISA試験本格実施（47人受験、7人合格）
1986年5月 大阪支部設立

1989年8月 名古屋支部設立

1994年6月 協会名称が、EDP監査人協会（EDPAA）から
 情報システムコントロール協会（ISACA）へ
2001年9月 Asia-Pacific CACS 2001を千葉県で開催
 （東京支部がホスティング）
2006年11月 日本ITガバナンス協会が発足、
 年次カンファレンスを開始
2009年2月 Asia-Pacific CACS 2009を京都市で開催
 （大阪支部がホスティング）
2010年7月 ISACA日本支部協同推進機構が発足
2012年4月 福岡支部設立
2014年5月  Asia-Pacific CACS/ISRM 2014を東京で開催
　　　　　　（東京支部がホスティング）

ISACA

ISACAの概要

　ISACA®（www.isaca.org）は、世界180以上の国に 
130,000人を超える会員を擁し、ビジネス及びITのリーダ
ー達の、情報とＩＴ技術への信頼を構築し、価値を生み
出す活動を支援しています。1969年に独立の非営利団体
として設立以来、ISACA は情報システムの監査、保証、
セキュリティ、リスク、プライバシー及びガバナンスの専門
家にとって、情報源、標準、ネットワーキング及びキャリア
開発における信頼できる組織となっています。
　ISACAはサイバーセキュリティーの専門家に対する包
括的な知識源としての Cyberseurity Nexus™、及び事
業体の自らの情報及び技術に関するガバナンスとマネジ
メントのビジネスフレームワークであるCOBIT®を提供し
ています。また、世界的に高く評価されている公認情報シ
ステム監査人［Certified Information Systems Auditor®

（CISA®）］、公認情報セキュリティマネージャー［Certi-
fied Information Security Manager®, （CISM®）］ 、公認
ITガバナンス専門家［Certified in the Governance of 
Enterprise IT®（CGEIT®）］、 そしてCertified in Risk 
and Information Systems Control™（CRISC™）の資格
認定を通じ、ビジネスに不可欠なスキルと知識の推進と
実証も行っています。
ISACAは世界に210以上の支部を有しています。
　2017年において、国内には、東京・大阪・名古屋・福岡
の4支部があり、約3,600名が会員登録しています。

■国内各支部 連絡先
ISACA東京支部

〒162-0833 東京都新宿区箪笥町43　新神楽坂ビル2階　有限会社ビジョンブリッジ内 
E-mail：tky-jimukyoku@isaca.gr.jp　URL：http://www.isaca.gr.jp/
Facebook：https://ja-jp.facebook.com/ISACA.Tokyo.Chapter

ISACA大阪支部
〒660-0875 兵庫県尼崎市南竹谷町1-47　有限会社イオ研究所内
E-mail：osk-office@isaca-osaka.org　URL：http://www.isaca-osaka.org/
Facebook：https://www.facebook.com/ISACA.Osaka.Chapter

ISACA名古屋支部
〒485-0821　愛知県小牧市大字本庄2613-176
E-mail：office@isaca.nagoya.org　URL：https://www.isaca-nagoya.org/
Facebook：https://www.facebook.com/pages/ISACA-Nagoya/145121012239301

ISACA福岡支部
E-mail：info@isaca-fukuoka.org
Facebook：https://ja-jp.facebook.com/pages/Isaca-Fukuoka/285389821532020

■国際本部 連絡先
3701 Algonquin Road, Suite 1010 Rolling Meadows, IL 60008, USA
TEL：+1.847.253.1545　FAX：+1.847.253.1443　URL：http://www.isaca.org/
ⓒ2018 ISACA Tokyo,Osaka,Nagoya,Fukuoka Chapter.All Right Reserved.
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（情報システムコントロール協会）の
ご案内



」集題問ルプンサ、launaM weiveR「 MSIC、ASIC　
　　情報システム監査に関する一般基準および
　　情報システム監査基準書
　COBIT 4.1 日本語訳

同「、」yelxO-senabraS_rof_sevitcejbO_lortnoC_TI「　 （2nd）」
　「ERPのセキュリティ、監査、コントロールに関する文献」　
　（OracleEBS版）
　「ERPのセキュリティ、監査、コントロールに関する文献」
　（SAP R3版）
　「バーゼルⅡのためのIT統制目標」コンプライアンスのための
　ガバナンスとリスクの管理の重要性
　「IT統制の保証ガイド」
　Val ITの翻訳、Val IT Framework Version2 
　COBIT 5　日本語訳

上記はISACAの国際本部のHPから抜粋したものです。
詳細は、下記URLを参照ください。
URL：http://www.isaca.org/japanese/Pages/default.aspx

　1986年 「情報システム管理ガイド」
 （EDPAA東京支部刊）日経BP社
　2008年 「COBIT実践ガイドブック」
 （日本ITガバナンス協会刊）日経BP社
　2010年 「IT内部監査人」
 （ISACA監査基準研究会刊）生産性出版

　　　　情報セキュリティ 
　　　　リスク管理 
　　　　事業体ITガバナンスとマネジメント 
　　　　保証活動 
　　　　法律と規制に対するコンプライアンス 
　　　　財務処理またはCSRレポート作成 

COBIT 5は、国際本部のHPからダウンロードできます。
URL：http://www.isaca.org/japanese/Pages/default.aspx
書籍はISACAブックストア（www.isaca.org/bookstore）で購入できます。

公認情報システム監査人
（CISA ）

公認ITガバナンス専門家
（CGEIT ）

公認情報セキュリティマネージャー
（CISM ）

Certified in Risk and Information 
Systems Control（CRISC ）

ISACAの認定資格保有者には、
次のような多くのベネフィットがもたらされます。
　専門実務経験者としての世界的な認知 
　高い知識と技能
　キャリアの向上

国際本部開発文書の日本語訳の公表（抜粋）

ISACA認定資格の概要

 今日の複雑なビジネスおよび技術環境は、ITとビジネ
スシステムを保護、管理したいと考える企業にとって依
然難しいものになっています。それに加えて、政府によ
る規制と監督が益々高まっており、強力な内部統制と開
示が求められています。ISACAの公認情報システム監
査人®（CISA）プログラムが推奨し評価する技術的な能
力、知識、慣行は、こうした問題に対応するための基本
要素になります。

　競争力の確保、グローバル市場への進出、規制など外的プ
レッシャーへの対応のため、ITは常に進化し続けています。
ITインフラやITプロセスの管理、助言、評価を行い、ITガバ
ナンスの役割を果たすことは、取締役会や経営幹部に意思決
定に必要となる重要な情報を提供することになります。公認
ITガバナンス専門家®（CGEIT）は、増大するビジネスニーズ
をサポートし、ITガバナンスに関する幅広い専門知識とその
適用に焦点を当てた、時代の一歩先を行く専門資格です。

今回のCOBITフレームワークの大幅更新では、ガバナン
スの課題を5つの原則と7つのイネーブラーにまとめていま
す。COBIT 5には、TOGAF、PMBOK®、Prince2、COSO、
ITIL、PCI DSS、サーベンス・オクスリー法、バーゼルⅢと
いった、他の手法や規格が統合されています。

　ISACAは、2012年に事業体ITガバナンス
とマネジメントのための唯一のビジネスフ
レームワークであるCOBIT 5を公表しまし
た。COBITの新バージョンは、事業体のIT部門の目標と企業
全体の目標に連続性が保たれるようにします。世界で20年以
上にわたって使用されて受け入れられてきたフレームワークの
COBITにとって、新バージョンは大きな進化となります。
　COBIT 5には、広く受け入れられてきた原則、プラクティ
ス、分析ツール、モデルが用意されており、事業体とITリー
ダーは、自社の情報・技術資産に対する信頼とその価値を
最大限に高めることができます。1万6000人以上の専門家が
ダウンロードの登録を行いました。COBITの前回のバージョ
ンは、10万回以上ダウンロードされています。

　COBIT 5は、どのようなビジネスモデル、技術環境、業界、
場所、企業文化にも適合させることができ、以下のような用途
に使用できます。

　今日のビジネスにおいて、リスクはたいへん重要なファク
ターとなりました。ほぼすべてのビジネスにおいて、リスクと
報酬のバランスを最適な状態に保つことがITとビジネス・
プロフェッショナルに求められています。企業を成功に導く
ためには、ビジネスリスクの管理が事実上不可欠なものとな
りました。情報システムの高度化にともなうリスクの増大とコ
ンプライアンスへのニーズを背景に、情報システムを組織の
成功に結びつけることのできる総合的ビジョンを持つ人材
を育成、採用、確保していくことが今後の企業の重要な課題
となります。

　ビジネスのニーズに対応するためにITを使用して
いる企業にとって、強力なセキュリティ管理は必要不
可欠です。現代のIT環境は、外部からの悪意ある攻撃
のみならず、内部における不正な変更からも守られた
システムを必要としています。公認情報セキュリティ
マネージャー®（CISM）資格プログラムは、このような
ビジネス・ニーズに対応しています。このプログラム
は、経験豊富な情報セキュリティマネージャーと情報
セキュリティ管理責任者のために開発されました。

COBIT 5の概要

書籍の出版（市販）


